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はじめに

×睡眠は人間が生きていくために不可欠なもの
である。

×眠りたいという気持ちは、少しでも長生きした
い、食べたいという気持ちと同じ欲望の一つ
である。

×本来、生理的欲求なので眠れるのがあたりま
えなのである。



６０％以上が心因性のものである

疾病が原因のこともあるが、不眠の中で60％
以上は心因性のものであると言われている

不眠の対処法としては精神安定剤および入
眠剤の使用が多くを占める。

投薬だけで心因性のものに対して根本的な
改善がはかれるのであろうか。



ü本論では心理的なものや生活習慣がどのよ
うに身体に影響を与え、不眠を引き起こすか
中医学の視点から分析する。

ü最後に一症例ではあるが心因性の不眠症の
根本的な解決法を検証する。

研究目的



不眠と七情の関係

ü情緒は以下のように７つ種類に分けられる。
喜、怒、憂、思、悲、恐、驚

üこれらの精神活動が日常生活の中で過度に
長時間続くと、臓腑の生理機能に悪影響を及
ぼす。

ü腹立たしくて、心配しすぎて、興奮して眠れな
いなどがおこる。



不眠と五臓の関係

脾は気血生化の源である。その血により心血は満たされ、

心の神志を司る作用がスムースにいく。肝血が充分であれ

ば、肝体は柔和となり気機は条達し通暢する。気には昇降と

出入という一定の運動の方向性がある。この法則性に従っ

て気が運動しているときは臓腑機能がスムースに働き、生

命活動が順調に行われる。肝血が精に化し、腎精が十分で

あれば腎陰は上って心を養い、心陽は下って腎と交わること

が出来る。４臓の生理機能がバランスよく働くことで、精神は

安定し、感情は落ち着く。



ü 過剰な怒り、思慮、抑鬱、労働
五臓に影響 精血を損傷

ü 不眠との関係の深い臓腑
心・脾・肝・腎の四臓とその陰血不足

ü 病因と病理は互いに影響し合い、慢性の不眠に至るのであ
る。



不眠と関係の深い臓腑とその生理の図
心

心
陽

心
陰

腎
陽

腎
陰腎水を温める

四臓の生理機能がバランスよく働くことで

精神安定、感情が落ち着く

心陰が
不足

腎水は蒸騰
気化し心陰
を養う

心血を養う
肝血が充足される
肝
血
が
精
に
化
して

腎
に
内
臓

脾

気血を生成
する

肝

気血と臓腑の
機能統制

腎



中医学の視点からみた不眠のタイプ
と治し方

不眠の病因・病理は次の５つのタイプに分けて考えら
れる。

① 肝鬱化火による不眠

② 痰熱による不眠

③ 心脾両虚による不眠

④ 心腎不交による不眠

⑤ 心胆気虚による不眠



不眠を引き起こす様々な原因

長期にわたる悩みや
怒りにより感情を抑
圧し続ける

肝気鬱結 肝鬱化火 肝火が頭部を上擾 心神を乱す

過剰な飲食による
食積などにより内
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３０年来の不眠

症例① 女性 57歳 主婦

初診：平成17年12月7日

主訴：不眠

随伴症状：便秘、胃下垂、首・肩のこり、顎内症



現病歴

Á 27歳の時、妊娠中に痔（脱肛）になった。

Á お産だけでも大変なのに、痔が悪化したらどうしようと思いつめて

いるうちにある日突然眠れなくなった。

Á 睡眠薬をもらったが、副作用が心配で余計に眠れなくなった。

Á いろいろ考えているうちに爛々と目が覚め、目を閉じたら朝で１日

３時間しか眠れなくなった。

Á 自律神経失調、そして翌年パニック障害に陥った。



× 以来、眠ることにこの30年間ずっと努力し続けてきた。

× 考えすぎる。リラックスできない。落ち込む。

× 食が細い。足がとても冷たく、またのぼせて顔がよく赤くなる。便秘気味。

排便時力むと脱肛し、出血する。

× 人の好き嫌い多い。

× 母親との関係でずっと悩んでいる。

× 母親にいまだに干渉されるが、親の言うことに逆らえない。母親が怒るの

も泣くのも自分のせいであると思っていた。

現病歴



嗜好：濃い味のもの（中華・油物など）、甘い物

舌診：紅舌やや紫 舌尖：茶紅

舌苔：薄白苔やや黄膩

脈診：弦、滑、72／分、実
気血津液弁証：気滞血瘀、湿熱

現病歴



弁証：肝鬱化火、脾気不足、心火内熾による心腎不交

治療方法：疏肝瀉火、寧心安神、交通心腎、寛腸通
便、

理気導滞

配穴：太衝、内関、合谷、疏肝理気

天枢、上巨虚、足三里、曲池、合谷、内庭

寛腸通便、理気導滞

少府、行間、太谿、腎兪、交通心腎（引火帰原）

脾兪、百会、健脾昇提

温灸：太谿、湧泉、腎兪

現病歴



方 解

×主な証候は肝鬱である。（自分の感情をいつも抑えて
いるため）
×肝鬱の長期化は肝鬱化火を招き、肝火が頭部を上擾
し、心神不安を引き起こす。また肝火はよく心火を
誘って上炎する。
×イライラする、不安、頭がさえて眠れないといった不眠
を引き起こす。




